
No.２２５
平成２９年１１月発行
発行　草 加 市 議 会
編集　議会広報委員会
草加市高砂１－１－１
☎０４８（９２２）２４８９直通
D０４８（９２２）３１５４直通
http://www.soka-shigikai.jp

　草加の冬の風物詩の「松のこも巻き」は、松の幹にこも（わらで編
んだむしろ）を巻き付け、害虫が冬の寒さをしのぐため入り込んだこ
もを節分の時期にはずして焼却する伝統的な害虫駆除方法です。

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

題　　字　草加中学校３年　川原　さくら様

表紙写真　「冬構え」　撮影者：新谷　精二様

市
議
会
発
！
草
加
の
こ
と
を
伝
え
た
い

　
　
　
　

「
一
般
質
問
」
・
・
・
・
・
２
〜
４
Ｐ

決
算
審
査
を
終
え
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
Ｐ

市
長
、
議
員
提
出
議
案
・
・
・
・
・
・
・
・
５
Ｐ

平
成
28
年
度
の
事
業
成
果
・
・
・
・
・
６
、
７
Ｐ

広
報
委
員
が
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
・
・
・
８
Ｐ

表
紙
の
題
字
を
書
い
て
く
れ
た
人
・
・
・
・
８
Ｐ

議
長
に
切
敷
光
雄
議
員

副
議
長
に
井
手
大
喜
議
員

監
査
委
員
に
宇
佐
美
正
隆
議
員

　

第
１
回
臨
時
会
が
10
月
31
日
に
開
か
れ
、
正
・
副
議
長
の
辞
職
に
伴
い

行
わ
れ
た
選
挙
で
議
長
に
切
敷
光
雄
議
員
（
64
歳
、
草
加
新
政
）
、
副
議

長
に
井
手
大
喜
議
員
（
32
歳
、
草
加
新
政
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
に
つ
い
て
は
、
宇
佐
美
正
隆
議
員
（
63
歳
、
公
明

党
）
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

《主な経歴》
市議会議員３期
副議長
平成25年10月～26年10月
一般会計決算特別委員会
委員長
平成29年９月～29年９月

議長 切敷光雄

《主な経歴》
市議会議員２期
福祉子ども委員会委員長
平成26年10月～現在
一般会計決算特別委員会
委員長
平成28年９月～28年９月

副議長 井手大喜

《主な経歴》
市議会議員５期
議長
平成23年10月～24年10月
副議長
平成18年11月～19年12月

監査委員 宇佐美正隆



そうか市議会だより 平成29年11月20日…❷

今
か
ら
５
年
後
の
２
０
２
２
年
に

は
生
産
緑
地
の
指
定
が
初
め
て
行

わ
れ
た
１
９
９
２
年
か
ら
30
年
が
経
過

す
る
。
生
産
緑
地
解
除
に
伴
い
、
土
地

の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
言
わ
れ

る
「
２
０
２
２
年
問
題
」
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
生

産
緑
地
の
買
い
取
り
申
し
出
に
当
た
っ

て
、
市
が
買
い
取
り
を
検
討
す
る
際
の

具
体
的
な
基
準
・
考
え
方
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

都
市
整
備
部
長
〜
現
在
は
、
買
い

取
り
の
申
し
出
が
あ
っ
た
際
に

は
、
そ
の
土
地
の
活
用
の
可
能
性
を
全

庁
的
に
検
討

し
、
周
辺
地

域
の
意
向
も

踏
ま
え
な
が

ら
、
土
地
利

用
の
目
的
に

応
じ
た
開
発

行
為
に
お
け

る
基
準
に
照
ら
し
、
総
合
的
に
判
断
し

て
い
る
。
生
産
緑
地
は
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
上
で
重
要
な
地
域
資
源
で

あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
計

画
に
お
い
て
も
、
生
産
緑
地
を
保
全
す

る
と
と
も
に
公
共
施
設
等
の
敷
地
と
し

て
も
活
用
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
公
園
が
不
足
す
る
地
区
を
「
身

近
な
公
園
等
配
置
検
討
地
区
」
と
位
置

付
け
、
公
園
を
整
備
す
る
こ
と
や
、
高

年
者
福
祉
施
設
・
防
災
広
場
な
ど
、
地

域
に
と
っ
て
必
要
な
機
能
を
確
保
す
る

た
め
に
、
生
産
緑
地
を
活
用
し
て
い
き

た
い
。

本
年
３
月
31
日
、
文
部
科
学
省

が
、
就
学
援
助
制
度
の
「
入
学
準

備
金
」
に
つ
い
て
、
小
学
校
の
入
学
に

際
し
て
も
速
や
か
に
支
援
を
行
う
よ

う
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
・
教
育

長
に
通
知
し
た
。
県
内
で
も
入
間
市
と

川
越
市
の
２
市
で
入
学
準
備
金
の
事
前

支
給
を
実
施
し
、
富
士
見
市
、
久
喜

市
、
吉
川
市
、
上
尾
市
、
戸
田
市
の
５

市
が
平
成
30
年
度
か
ら
の
実
施
を
検
討

し
て
い
る
。
草
加
市
に
お
い
て
も
家
庭

の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
就
学
援
助
制

度
に
お
け
る
「
新
入
学
児
童
・
生
徒
学

用
品
費
」
の
事
前
支
給
を
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

教
育
総
務
部
長
〜
現
在
、
準
要
保

護
者
に
対
す
る
、
新
入
学
児
童
・

生
徒
学
用
品
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

入
学
後
に
申
請
し
て
い
た
だ
き
、
認
定

さ
れ
た
保
護
者
に
は
援
助
を
し
て
き

た
。

　

今
後
、
新
入
学
児
童
・
生
徒
学
用
品

費
の
事
前
支
給
に
つ
い
て
は
、
近
隣
自

治
体
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
予
算

措
置
、
事
務
手
続
計
画
、
事
前
支
給
の

周
知
方
法
等
、
実
施
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
く
。

質問

答

質問答

①
松
原
団
地
建
て
替
え
に
よ
る
人

口
・
生
徒
数
の
推
移
は
。
②
児
童

生
徒
数
の
増
加
に
対
す
る
小
中
学
校
及

び
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
策
は
。

総
合
政
策
部
長
〜
①
平
成
26
年
度

に
推
計
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際

の
在
籍
児
童
数
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
が

あ
る
が
、
栄
小
学
校
区
は
平
成
26
年
４

月
１
日
の
総
人
口
１
万
７
２
９
人
か

ら
、
平
成
37
年
４
月
１
日
の
推
計
値
は

１
万
３
６
５
３
人
に
増
加
、
児
童
数
は

４
８
１
人
か
ら
６
７
０
人
に
増
加
す
る

と
推
計
し
て
い
る
。
同
様
に
松
原
小
学

校
区
は
総
人
口
９
９
２
２
人
か
ら
１
万

３
３
２
４
人
に
、
児
童
数
は
４
５
１
人

か
ら
９
０
２
人
に
増
加
す
る
と
推
計
し

て
い
る
。

　
教
育
総
務
部
長
〜
②
最
大
で
使
用
で

き
る
普
通
教
室
数
は
栄
小
学
校
が
26
教

室
、
松
原
小
学
校
が
24
教
室
、
栄
中
学

校
が
22
教
室
で
あ
る
。
児
童
生
徒
の
推

移
を
把
握
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
通

学
区
域
の
見
直
し
を
し
て
い
く
。

　
子
ど
も
未
来
部
長
〜
②
栄
児
童
ク
ラ

ブ
は
入
室
希
望
者
が
既
に
定
員
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
２
児

童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い
る
。
今
後
の

住
宅
開
発
の

状
況
等
を
適

宜
把
握
し
な

が
ら
、
待
機

児
童
が
生
じ

な
い
よ
う
対

応
を
検
討
し

て
い
く
。

佐藤憲和
議員

吉岡　健
議員

藤家　諒
議員

本
年
７
月
７
日
、
国
連
で
「
核
兵

器
禁
止
条
約
」
が
賛
成
多
数
で
採

択
さ
れ
た
。
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

を
目
指
し
、
核
兵
器
の
使
用
や
開
発
、

実
験
、
生
産
、
製
造
、
保
有
な
ど
を
禁

止
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
核
抑
止

力
の
根
幹
と
も
さ
れ
る
「
使
用
す
る
と

の
威
嚇
」
も
禁
止
と
な
っ
た
。
日
本
に

は
非
核
三
原
則
が
あ
り
な
が
ら
国
連
の

会
議
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
の
日
本
が
核
兵
器
禁
止
条
約

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
こ
と
が
今

こ
そ
必
要
で
は
な
い
か
。
市
長
は
核
兵

器
禁
止
条
約
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
〜
草
加
市
平
和
都
市
宣
言
に

は
「
今
こ
そ
人
類
の
英
知
を
平
和

の
確
立
と
核
兵
器
の
廃
絶
に
向
け
て
結

集
す
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
り
、
「
い
か

な
る
戦
争
に
も
反
対
し
、
核
兵
器
の
廃

絶
を
求
め
、
『
平
和
都
市
草
加
』
を
宣

言
す
る
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
趣
旨
と
合
致

す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今

後
も
草
加
市
平
和
都
市
宣
言
の
趣
旨
を

広
く
市
民
の
皆
様
に
周
知
し
て
い
き
た

い
。

文
教
大
学
が
、
足
立
区
花
畑
に
お

い
て
、
平
成
33
年
４
月
に
開
学
さ

れ
る
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。
①
開
学
に

向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
②
人
道
橋

の
架
橋
の
予
定
位
置
及
び
課
題
は
。
③

災
害
時
に
避
難
所
と
し
て
文
教
大
学
の

敷
地
を
活
用
で
き
な
い
か
。
④
河
川
管

理
用
通
路
の
安
全
対
策
は
。

総
合
政
策
部
長
〜
①
文
教
大
学
の

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
よ
る
と
平
成

33
年
４
月
に
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際

学
部
と
経
営
学
部
の
全
学
年
が
移
転
さ

れ
、
収
容
定
員
１
６
４
０
人
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
②
草
加
市
側
は
、
瀬
崎
四

丁
目
１
８
１
５
番
１
地
先
の
毛
長
川

で
、
足
立
区
側
は
、
花
畑
五
丁
目
付
近

が
示
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
へ
の
影

響
や
通
学
路
の
安
全
確
保
な
ど
、
足
立

区
、
文
教
大
学
側
と
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
③
敷
地
面
積
が
約
４
万
８
８
０
０

㎡
と
広
く
、
草
加
市
の
防
災
機
能
向
上

を
図
る
た
め
、
災
害
時
に
避
難
所
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
、
今
後
、
文
教
大

学
に
対
し
て
働
き
か
け
て
い
く
。
④
河

川
管
理
用
通
路
（
市
道
４
０
２
７
６
号

線
）
が
抜
け
道
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、

架
橋
に
よ
る
効
果
な
ど
近
隣
の
皆
様
に

丁
寧
に
説
明
し
、
必
要
な
対
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
。

質問答 質問

答

斉藤雄二
議員

切敷光雄
議員

介
護
認
定
に
は
、
新
規
申
請
、
サ

ー
ビ
ス
継
続
の
た
め
の
更
新
申

請
、
認
定
程
度
の
変
更
を
行
う
区
分
変

更
申
請
が
あ
る
。
市
民
の
方
か
ら
、
申

請
か
ら
認
定
結
果
の
通
知
ま
で
に
時
間

が
か
か
り
過
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
声
を
耳
に
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
た
。
草
加
市
の
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
市
民
の
評

価
を
踏
ま
え
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
〜
草
加
市
の
介
護

認
定
申
請
か
ら
結
果
の
通
知
ま
で

に
か
か
る
日
数
で
あ
る
が
、
平
成
28
年

度
末
時
点
で
、
１
件
当
た
り
の
平
均
が

56
日
と
な
っ
て
い
る
。
介
護
保
険
法
で

は
、
原
則
、
30
日
以
内
に
認
定
結
果
を

通
知
す
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

新
規
認
定
申
請
者
が
毎
年
増
加
し
て
い

る
こ
と
、
市
の
介
護
認
定
調
査
員
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
で
、
認
定
調
査
ま
で

の
日
数
が
伸
び
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
介
護
認
定
調

査
員
の
確
保
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
、

調
査
員
へ
の
報
酬
を
増
額
し
、
採
用
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
職
場
へ
の
定
着

率
の
向
上
を
本
年
９
月
よ
り
図
っ
て
い

る
。
今
後
、
調
査
員
の
安
定
的
確
保
及

び
迅
速
に

認
定
調
査

を
行
え
る

よ
う
な
環

境
づ
く
り

に
努
め
て

い
く
。

井手大喜
議員

質問答 質問答 松
原
団
地
建
て
替
え
に
伴
う

児
童
数
増
加
の
受
け
皿
を

生
産
緑
地
の
買
取
申
出
の

検
討
の
際
の
具
体
的
な
基
準
は

「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」

事
前
支
給
を
検
討
へ

日
本
は
核
兵
器
禁
止
条
約
の

締
結
を

文
教
大
学
開
学
に
係
る

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

介
護
認
定
申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス

ま
で
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に

市議会発！草加のことを伝えたい　～一般質問～

介護
保険
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芝野勝利
議員

金井俊治
議員

後藤香絵
議員

平野厚子
議員

①
近
年
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な

地
震
や
自
然
災
害
が
相
次
い
で
い

る
が
、
災
害
時
要
配
慮
者
へ
の
情
報
伝

達
方
法
並
び
に
避
難
誘
導
時
、
避
難
所

で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
が
な
さ
れ
る
の

か
、
市
の
見
解
は
。
②
今
後
の
市
の
防

災
対
策
の
取
り
組
み
の
展
望
と
課
題

は
。

副
市
長
〜
①
防
災
無
線
及
び
災

害
時
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
情
報
提
供
と
と
も
に
、
日
頃

か
ら
の
地
域
に
お
け
る
お
付
き
合
い
の

も
と
で
、
自
助
に
加
え
、
共
助
の
助
け

合
い
を
お
願
い
し
、
市
民
主
導
に
よ
る

災
害
時
の
対
応
方
法
を
各
々
の
避
難
所

で
地
域
の
皆
様
と
調
整
を
図
り
、
避
難

所
運
営
組
織
が
対
応
ル
ー
ル
を
作
成

し
、
災
害
時
要
配
慮
者
に
対
す
る
情
報

伝
達
、
避
難
誘
導
、
避
難
所
に
お
け
る

対
応
に
も
反
映
す
る
よ
う
に
図
っ
て
い

く
。
②
地
域
に
お
け
る
災
害
情
報
の
伝

達
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
避
難
所

運
営
組
織
が
設
立
さ
れ
た
市
内
小
・
中

学
校
32
校
と
柿
木
公
民
館
に
お
い
て
、

災
害
対
応
の
現
地
活
動
拠
点
と
し
て
の

整
備
を
図
っ
て
い
く
。

市議会発！草加のことを伝えたい　～一般質問～

松井優美子
議員

ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
生
か
す
と
と
も

に
、
各
小
・
中
学
校
の
課
題
を
吸

い
上
げ
、
体
力
ア
ッ
プ
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
市
の
見
解
は
。
ま
た
、
各
小
・

中
学
校
に
お
け
る
体
力
向
上
の
課
題
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

教
育
総
務
部
長
〜
児
童
・
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
体
力
向
上
の
た
め

に
、
草
加
市
立
小
・
中
学
校
児
童
生
徒

体
力
向
上
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
草

加
市
の
新
体
力
テ
ス
ト
を
分
析
し
、
児

童
・
生
徒
の
体
力
の
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
を
考
え
、
授
業
研
究
会
を

通
し
て
各
校
に
広
げ
る
こ
と
で
、
教
職

員
の
指
導
力
向
上
に
努
め
て
お
り
、
昨

年
度
か
ら
同
委
員
会
委
員
に
知
識
経
験

者
と
し
て
、
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科

学
学
術
院
准
教
授
の
鳥
居
俊
氏
を
招
聘

し
、
科
学
的
根
拠
の
も
と
に
、
体
力
向

上
の
た
め
の
課
題
と
方
策
に
つ
い
て
御

教
示
い
た
だ
い
た
。
各
学
校
に
お
い
て

は
、
校
内
体
力
向
上
推
進
委
員
会
を
設

置
し
、
自
校
の
新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果

か
ら
課
題
を
定
め
、
体
育
の
授
業
を
柱

と
し
て
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
、
関
係
機
関
や
ス
ポ
ー
ツ
科

学
に
精
通
し
て
い
る
知
識
経
験
者
か
ら

専
門
的
な
意
見
を
得
る
こ
と
で
、
取
り

組
み
の
質
を
高
め
て
い
き
た
い
。

広田丈夫
議員

質問答 質問答

新
庁
舎
建
設
に
当
た
り
、
設
計
業

者
と
契
約
し
た
が
、
第
二
庁
舎
と

の
分
散
を
前
提
に
し
た
計
画
は
納
得
で

き
な
い
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら

新
庁
舎
と
西
棟
に
役
所
を
集
約
す
る
よ

う
再
考
願
い
た
い
。
第
二
庁
舎
は
関
連

性
の
高
い
施
設
や
図
書
館
、
あ
る
い
は

賃
貸
す
る
な
ど
、
視
点
を
変
え
て
利
活

用
す
べ
き
。

総
合
政
策
部
長
〜
御
指
摘
の
と
お

り
、
分
散
化
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
し
か
し
、
集
約
し
た
場
合
は
第
二

庁
舎
の
利
活
用
と
い
う
課
題
が
生
じ

る
。
契
約
上
は
計
画
ど
お
り
だ
が
、
今

後
事
業
を
進
め
て
い
く
段
階
で
、
集
約

可
能
か
検
討
し
て
い
く
。
現
計
画
で
は

延
べ
床
面
積
は
１
万
２
０
０
０
㎡
だ

が
、
こ
の
場
所
は
１
万
５
０
０
０
㎡
ま

で
建
設
可
能
な
場
所
で
あ
る
こ
と
も
、

そ
の
余
地
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
第

二
庁
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
も
、
御
指

摘
の
と
お
り
、
広
い
視
点
か
ら
今
後
検

討
し
て
い
く
。
さ
ら
に
集
約
し
た
場

合
、
交
通
規
制
の
見
直
し
の
必
要
性
、

駐
車
場
の
あ
り
方
等
も
重
ね
て
生
じ
る

課
題
で
あ
る
た
め
、
庁
舎
内
に
新
庁
舎

建
設
等
検
討
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
意
見
集
約
、
諸
課
題
対

応
に
努
め
て
い
く
。

野
良
猫
の
不
妊
・
去
勢
を
す
る
た

め
の
手
術
に
補
助
金
を
出
し
て
い

る
事
業
の
成
果
と
、
今
後
の
取
り
組
み

は
。

市
民
生
活
部
長
〜
平
成
28
年
10
月

か
ら
開
始
し
た
不
妊
・
去
勢
手
術

費
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
補
助
を

希
望
さ
れ
る
方
に
、
あ
ら
か
じ
め
手
術

を
行
い
た
い
猫
の
数
を
事
前
協
議
に
よ

り
申
し
出
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
平
成

28
年
度
は
33
匹
の
申
し
出
が
あ
り
、
補

助
金
交
付
数
は
メ
ス
が
８
匹
、
オ
ス
が

３
匹
で
合
計
11
匹
、
３
万
８
０
０
０
円

の
補
助
金
を
交
付
し
た
。
今
年
度
は
、

８
月
末
現
在
で
13
匹
の
申
し
出
が
あ
っ

た
が
、
補
助
金
交
付
実
績
は
、
現
在
ま

で
な
い
。
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
当
初
の
想
定
よ
り
申
請
数
が
少
な

か
っ
た
こ
と
、
猫
の
捕
獲
に
関
し
て
課

題
が
多
く
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

制
度
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
、
さ
ら
に

周
知
し
て
い
く
と
と
も
に
、
補
助
額
の

見
直
し
を
含
め
、
市
民
が
利
用
し
や
す

い
制
度
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

質問答 質問答

近
年
、
こ
れ
ま
で
に
無
い
規
模
の

大
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
、
住
宅

の
流
出
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
で
死
者
、

行
方
不
明
者
を
出
す
甚
大
な
被
害
が
相

次
い
で
い
る
。
①
草
加
市
に
お
け
る
水

害
対
策
は
。
②
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
安

行
台
地
へ
の
避
難
を
促
し
て
い
る
が
、

川
口
市
と
の
連
携
は
。
③
水
防
法
は
ど

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
、
草
加
市
と
し
て

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

建
設
部
長
〜
①
河
川
管
理
者
に
対

し
て
治
水
対
策
推
進
の
要
望
を
行

い
、
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
い
て
排
水

機
能
の
維
持
、
増
強
を
進
め
、
必
要
に

応
じ
て

新
た
な

対
策
に

つ
い
て

検
討
を

加
え
た

い
。

　
副
市
長
〜
②
川
口
市
を
初
め
、
県
南

の
自
治
体
と
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互

応
援
及
び
平
素
に
お
け
る
防
災
基
盤
整

備
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
お

り
、
災
害
発
生
時
に
円
滑
な
避
難
が
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
③
要
配
慮

者
利
用
施
設
の
管
理
者
に
対
し
、
避
難

訓
練
を
含
め
た
避
難
確
保
計
画
の
作
成

を
義
務
づ
け
る
規
定
が
新
た
に
設
け
ら

れ
た
。
今
後
は
、
計
画
作
成
が
義
務
づ

け
ら
れ
る
対
象
施
設
を
含
め
た
水
害
対

策
全
般
を
整
理
の
上
、
地
域
防
災
計
画

（
風
水
害
対
策
編
）
の
見
直
し
に
向
け

た
検
討
を
進
め
た
い
。

①
国
民
健
康
保
険
広
域
化
後
の
国

保
税
が
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
、

本
年
９
月
14
日
、
３
回
目
の
埼
玉
県
の

試
算
が
示
さ
れ
た
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た

「
保
険
税
必
要
額
」
は
平
成
28
年
度
の

１
人
当
た
り
保
険
税
額
と
比
較
し
て
何

倍
、
幾
ら
と
な
る
の
か
。
②
県
が
示
し

た
と
お
り
に
法
定
外
繰
入
金
を
繰
り
入

れ
た
場
合
、
１
人
当
た
り
の
「
保
険
税

必
要
額
」
は
ど
う
変
わ
る
か
③
保
険
税

の
申
請
減
免
や
、
担
税
力
を
十
分
審
査

し
た
上
で
の
一
部
執
行
停
止
な
ど
、
市

で
で
き
る
措
置
、
対
策
を
実
施
し
て
、

「
国
保
税
を
値
上
げ
し
な
い
」
と
い
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
い

か
が
か
。

健
康
福
祉
部
長
〜
①
約
１
・
04

倍
、
３
９
１
８
円
増
の
10
万
３
１

４
９
円
と
な
る
。
②
10
万
３
１
４
９
円

か
ら
３
万
１
２
５
０
円
減
の
、
７
万
１

８
９
９
円
と
な
る
。
平
成
28
年
度
の
１

人
当
た
り
保
険
税
額
と
比
較
す
る
と
約

27
・
５
％
減
少
す
る
見
込
み
。

　
市
長
〜
③
今
後
、
県
か
ら
示
さ
れ
る

仮
算
定
の
結
果
な
ど
を
参
考
に
、
国
や

県
の
動
向
等
を
注
視
し
つ
つ
、
急
激
な

負
担
増
と
な
ら
な
い
対
応
を
し
て
い
き

た
い
。

質問

答

質問答

災
害
時
に
お
け
る

対
応
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
生
か
し

小
・
中
学
生
の
体
力
向
上
を
！

市
役
所
分
散
化
計
画
を
再
考
し

新
庁
舎
と
西
棟
に
集
約
を

野
良
猫
に
か
か
わ
る

対
策
に
つ
い
て

過
去
の
水
害
被
害
か
ら
学
び

対
策
強
化
を

国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
に

つ
い
て
慎
重
な
対
応
を

受付

保険証

市役所本庁舎
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①
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
・
生
徒

に
対
す
る
相
談
窓
口
や
相
談
体

制
、
解
決
へ
の
取
り
組
み
は
。
②
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
メ
ー
ル
な
ど
新
た
な
手
段
に
よ
る

相
談
体
制
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

③
い
じ
め
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
方
法
及
び
内
容
の
見
直
し
は
。
④
い

じ
め
を
受
け
た
児
童
・
生
徒
へ
の
心
の

ケ
ア
は
。

教
育
総
務
部
長
〜
①
「
い
じ
め
等

の
悩
み
相
談
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」

を
設
置
し
、
担
当
指
導
員
な
ど
が
対
応

に
当
た
っ
て
い
る
。
対
応
時
間
の
拡
大

等
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

②
い
じ
め
を
含
む
悩
み
な
ど
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
メ
ー
ル
な
ど
で
ま
ず
は
発
信
す
る
こ

と
は
有
効
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い

る
。
今
後
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

を
研
究
し
て
進
め
て
い
く
。
③
子
ど
も

同
士
の
悩
み
や
教
師
に
対
す
る
悩
み
な

ど
を
子
ど
も
が
訴
え
や
す
い
よ
う
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
項
目
や
実
施
方
法
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
④
教
師
は
い

じ
め
を
受
け
た
児
童
・
生
徒
の
側
に
立

ち
、
絶
対
に
守
り
通
す
と
い
う
姿
勢
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
対

応
を
示
し
、
安
心
感
を
持
た
せ
な
が
ら

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
さ
わ
や

か
相
談
員
や

ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ

ー
、
臨
床
心

理
士
等
を
活

用
し
、
ケ
ア

を
し
て
い

る
。

我
が
国
で
は
、
不
当
な
差
別
、
そ

の
他
の
人
権
侵
害
が
今
な
お
存
在

し
て
い
る
。
そ
の
解
決
に
は
、
行
政
の

粘
り
強
い
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
①
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致

被
害
者
の
人
権
侵
害
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
は
。
②
市
で
行
っ
て
い
る
人
権
教

育
・
啓
発
活
動
は
。

総
合
政
策
部
長
〜
①
北
朝
鮮
に
よ

る
拉
致
問
題
は
、
一
刻
も
早
く
解

決
す
べ
き
人
権
問
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
②
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
を
通

じ
た
啓
発
活
動
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
係
る
記
事

の
掲
載
を
行
っ
て
い
る
。

　

教
育
総
務
部
長
〜
②
各
学
校
で
全
体

計
画
や
年
間
指
導
計
画
を
作
成
し
て
お

り
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
ア
イ
マ
ス

ク
・
白
杖
な
ど
の
体
験
活
動
、
視
覚
に

障
が
い
の
あ
る
方
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
に
よ
る
講
演
会
な
ど
、
教
育
活
動

を
通
じ
て
、
児
童
・
生
徒
が
基
本
的
人

権
を
尊
重
す
る
意
識
の
醸
成
・
定
着
・

高
揚
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
教
職
員

に
対
す
る
人
権
研
修
の
教
材
と
し
て
、

同
和
問
題
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が

い
の
あ
る
人
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
拉
致
問
題

な
ど
、
多
様
な
人
権
問
題
を
扱
っ
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

質問答 質問答

①
市
が
実
施
し
て
い
る
が
ん
検
診

の
種
類
と
対
象
者
は
。
②
検
診
受

診
者
増
加
に
向
け
て
実
施
し
た
取
り
組

み
、
現
在
検
討
し
て
い
る
取
り
組
み

は
。
③
糖
尿
病
予
防
の
た
め
、
検
査
キ

ッ
ト
利
用
の
取
り
組
み
へ
の
検
討
は
。

④
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
検
討
は
。

⑤
食
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み

は
。

健
康
福
祉
部
長
〜
①
30
歳
以
上
を

対
象
に
胃
が
ん
と
大
腸
が
ん
、
40

歳
以
上
を
対
象
に
肺
が
ん
、
50
歳
以
上

を
対
象
に
口
腔
が
ん
、
20
歳
以
上
の
女

性
を
対
象
に
子
宮
が
ん
、
40
歳
以
上
の

女
性
を
対
象
に
乳
が
ん
の
６
種
類
の
検

診
を
実
施
。
②
肺
が
ん
検
診
の
保
健
セ

ン
タ
ー
窓
口
受
付
を
不
要
に
し
、
大
腸

が
ん
、
乳
が
ん
検
診
を
個
別
医
療
機
関

で
も
実
施
。
草
加
八
潮
医
師
会
に
胃
が

ん
内
視
鏡
検
討
準
備
委
員
会
を
設
置

し
、
胃
内
視
鏡
検
査
の
実
現
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
る
。
③
検
査
キ
ッ
ト
は
利

便
性
が
あ
る
が
、
利
用
に
つ
い
て
は
受

診
勧
奨
と
し
て
の
効
果
や
課
題
を
整
理

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
④
生
活

習
慣
病
予
防
に
つ
な
が
る
よ
う
実
施
を

検
討
し
て
い
る
。
⑤
管
理
栄
養
士
な
ど

に
よ
る
生
活
習
慣

病
や
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
な
ど
の

講
話
を
行
う
出
前

講
座
、
食
生
活
改

善
推
進
員
に
よ
る

料
理
教
室
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い

る
。

佐藤利器
議員

白石孝雄
議員

田中宣光
議員

学
校
給
食
費
は
、
保
護
者
負
担
で

あ
る
が
、
小
中
学
校
合
わ
せ
て
給

食
費
全
体
の
費
用
は
ど
の
位
に
な
る
の

か
。
「
食
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」

と
し
て
給
食
は
重
要
で
あ
る
。
就
学
援

助
で
の
給
食
の
実
態
は
。
②
給
食
の
無

償
化
は
子
育
て
支
援
や
少
子
化
対
策
に

つ
な
が
る
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
思
う

が
市
の
見
解
は
。

教
育
総
務
部
長
〜
市
立
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
は
、
小
学
校
の
児
童

数
が
、
１
万
２
６
２
３
人
、
中
学
校
の

生
徒
数
が
６
２
０
９
人
で
あ
り
、
１
人

当
た
り
の
年
間
給
食
費
は
、
小
学
校
が

４
万
７
３
０
０
円
、
中
学
校
が
５
万
６

１
０
０
円
、
小
中
学
校
年
間
合
計
の
給

食
費
は
、
９
億
４
５
３
９
万
２
８
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。
就
学
援
助
で
給
食

費
を
支
給
し
て
い
る
実
態
は
、
平
成
28

年
度
は
、
小
学
校
が
６
３
５
６
万
５
７

０
０
円
、
中
学
校
が
４
８
７
７
万
９
２

５
５
円
で
、
年
間
合
計
で
１
億
１
２
３

４
万
４
９
５
５
円
を
支
給
し
て
い
る
。

　

市
長
〜
②
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い

て
は
、
子
育
て
支
援
や
少
子
化
対
策
に

つ
な
が
る
施
策
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
財
源
の
確
保
に
課
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
研
究
課
題
と
し
て
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

宇佐美正隆
議員

質問答 質問答

市議会発！草加のことを伝えたい　～一般質問～

予
防
医
療
に
つ
い
て

い
じ
め
対
策
に
お
け
る

市
の
取
り
組
み
は

人
権
問
題
に
つ
い
て

学
校
給
食
の
無
償
化
の
実
施
は

１
佐
藤　

憲
和　

議
員

　

①
松
原
団
地
の
建
て
替
え

　

②
柿
木
地
区
産
業
団
地

　

③
公
契
約

２
井
手　

大
喜　

議
員

　

①
介
護
保
険
の
認
定

　

②
空
き
家
対
策

３
吉
岡　
　

健　

議
員

　

①
生
産
緑
地

　

②
Ｐ
Ｔ
Ａ

４
藤
家　
　

諒　

議
員

　

①
図
書
館

　

②
教
育
支
援

　
　

ア
、
費
用
負
担
の
軽
減

　
　

イ
、
就
学
援
助
制
度

５
斉
藤　

雄
二　

議
員

　

①
平
和
事
業

　
　

ア
、
核
兵
器
禁
止
条
約

　
　

イ
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

　

②
学
校
図
書

　

③
ふ
る
さ
と
納
税

　

④
自
殺
予
防
対
策

　

⑤
公
共
事
業
に
お
け
る
放
射
性
廃
棄
物
の

使
用
に
関
す
る
考
え
方

６
切
敷　

光
雄　

議
員

　

①
都
市
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

　
　

ア
、
生
産
緑
地

　
　

イ
、
都
市
公
園

　

②
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正

　

③
文
教
大
学
に
係
る
取
り
組
み

７
松
井　

優
美
子　

議
員

　

①
災
害
時
の
対
応
と
取
り
組
み

　

②
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
作
成
・
活
用
・
普
及

８
広
田　

丈
夫　

議
員

　

①
小
・
中
学
生
の
体
力
向
上

　
　

ア
、
競
技
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進

　
　

イ
、
小
・
中
学
生
の
体
力
の
現
状
及
び

向
上
に
向
け
て
の
取
り
組
み

　

②
草
加
駅
東
口
駅
前
広
場
の
開
発

　

③
障
が
い
者
の
支
援

　
　

ア
、
障
害
者
差
別
解
消
法

　
　

イ
、
そ
よ
か
ぜ
の
森

　
　

ウ
、
施
設
の
事
故
防
止

　
　

エ
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

の
導
入

９
芝
野　

勝
利　

議
員

　

①
そ
う
か
公
園
北
側
の
土
地
利
用
方
針

　

②
新
庁
舎

10
金
井　

俊
治　

議
員

　

①
高
齢
者
の
住
宅
支
援
に
か
か
わ
る
事
柄

　

②
道
路
の
空
洞
化
に
か
か
わ
る
事
柄

　

③
地
域
の
動
物
の
問
題
に
か
か
わ
る
事
柄

　
　

ア
、
野
良
猫
に
か
か
わ
る
対
策

　
　

イ
、
動
物
の
餌
づ
け
に
か
か
わ
る
対
策

　

④
突
風
・
竜
巻
対
策

11
後
藤　

香
絵　

議
員

　

①
水
害

　

②
交
通
弱
者
へ
の
移
動
支
援

12
平
野　

厚
子　

議
員

　

①
国
民
健
康
保
険

　

②
公
文
書
、
古
文
書
の
保
存
と
活
用

　

③
詐
欺
・
悪
徳
商
法
対
策
と
第
三
者
に
よ

る
財
産
管
理
の
普
及

13
佐
藤　

利
器　

議
員

　

①
予
防
医
療

14
宇
佐
美　

正
隆　

議
員

　

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

②
草
加
市
制
60
周
年
に
向
け
て
の
文
化
事

業

　

③
学
校
給
食
に
関
す
る
事
柄

　

④
葛
西
用
水
に
関
す
る
事
柄

15
白
石　

孝
雄　

議
員

　

①
い
じ
め
対
策

16
田
中　

宣
光　

議
員

　

①
人
権
問
題

　
　

ア
、
草
加
市
人
権
施
策
推
進
基
本
方
針

　
　

イ
、
人
権
教
育
・
啓
発
活
動

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
項
目
一
覧

一般質問の内容は市議会
ホームページの議会中継
（録画放映）でご覧くだ
さい。

※ＱＲコード
　からもご覧
　になれます

草加市議会
クリック

！

検索



そうか市議会だより❺…平成29年11月20日

切敷　光雄　委員長　　中野　　修　委員　　吉沢　哲夫　委員
白石　孝雄　副委員長　佐藤　憲和　委員　　平野　厚子　委員
金井　俊治　委員　　　関　　一幸　委員　　宇佐美正隆　委員
佐々木洋一　委員　　　浅井　昌志　委員　　佐藤　　勇　委員

決算審査を終えて

収入（歳入）　731億5,301万円
一 般 会 計 の 決 算 状 況

支出（歳出）　703億49万円

～平成28年度の草加市～
決算特別委員会
委　員　紹　介

市税
355億5,608万
48.6%

各交付金
44億3784万
6.1%

地方交付税
30億8,095万
4.2%

国県支出金
160億1,519万
21.9%

市債
44億800万
6.0%

その他
96億5,495万
13.2%

議会費
4億1,575万 
0.6%

総務費
100億94万 
14.2%

民生費
338億4683万 
48.1%

衛生費
52億3,853万 

7.5%
労働費
3,672万 
0.1%

農林水産業費
6,312万 
0.1%

商工費
4億7,859万 
0.7%

土木費
83億4,859万 
11.9%

消防費
22億8,390万 

3.2%

教育費
42億9,759万 

6.1%

公債費
52億8,993万 

7.5%

特別会計・企業会計の決算状況

特
　
別
　
会
　
計

特
別
会
計

企
業
会
計

会　計　名 会　計　名収　入

公共下水道事業

交通災害共済事業

新田西部土地
区画整理事業

駐車場事業

新田駅西口土地
区画整理事業

71億4,468万円

9,470万円

2億4,670万円

2億3,754万円

5億1,468万円

収　入

310億4,008万円

131億5,401万円

22億4,756万円

48億3,402万円

132億2,298万円

支　出

290億8,521万円

123億526万円

22億3,510万円

55億5,198万円

141億5,722万円

支　出

68億8,065万円

2,379万円

2億3,514万円

2億2,725万円

3億4,668万円

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

水道事業会計

病院事業会計
0円

1,100億円

1,200億円

1,000億円

100億円

1,300億円

1,400億円

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

効率的な行財政運営を進めた結果、
市債残高は年々減少しています。

草加市の市債残高の推移

市 長 提 出 議 案
9 月 定 例 会 の 主 な 議 案 の 概 要

　手代町地区について、住居表示（○丁目
○番○号での表示）を実施するため、町の
区域を新たに画するものです。
　なお、住居表示については、告示や地元
への説明会を開催した後、平成30年10月か
ら11月頃に実施する予定です。

◆町の区域を新たに画することについて ◆平成29年度一般会計補正予算（第２号）

　既定の歳入・歳出予算総額から17億4,469
万円を減額するもので、主に、前年度から
の繰越金が発生したことで各種基金からの
繰入金を減額したほか、次の事業を実施す
るために費用を追加するものです。

①文化会館維持管理・芸術文化振興事業
　文化活動の促進並びに観光の振興を図る
ため、茶の湯のもてなしを主とした日本文
化芸術等関連施設の建設工事等を行うもの
です。

②民間保育推進事業
　民間保育所等の保育士を確保するため、
潜在保育士等を対象としたセミナー等を開
催するものです。
　また、平成30年度新
設の保育所整備につい
て、分園１施設を追加
整備するための補助を
行うものです。

　市議会だよりNo.224にてお知らせいたしました、議
員の納税等状況の公開については、全議員が全項目に
ついて完納しておりましたので御報告いたします。
　なお、各議員ごとの納付状況については、市議会ホ
ームページにて公開しています。

＜可決された意見書＞
・森林環境税（仮称）の早期創設及び成長産業化
と森林の適切な管理の推進を求める意見書
・食品衛生管理の国際標準化を求める意見書
・受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の
改正を求める意見書
・北朝鮮の核・ミサイル問題の平和的・外交的解
決を求める意見書
・核兵器禁止条約の調印を求める意見書
＜否決となった意見書＞
・高度プロフェッショナル制度を導入しないよう
求める意見書

　議員提出議案として６件の意見書が提出され、
審議の結果５件を可決しました。可決した意見書
は国会・関係行政機関に送付しました。
　意見書の全文については市議会ホー
ムページの「会議の情報　意見書・決
議」からご覧になれます。（右のＱＲ
コードからご覧になれます）

議 員 提 出 議 案

議員の納税等状況を報告します！

寄附金、
繰越金など

市民税・固定資産税
軽自動車税など

地方譲与税、
利子割交付金など

地域の経済格差を
なくすため、
国が配分するお金

国・県からの
補助金など

借入金

施設の維持管理や
戸籍管理などに
かかったお金

高齢者・障がい者福祉や
保育園、児童手当などに
かかったお金

予防接種、検診、
ごみ処理などに
かかったお金

道路や河川の
整備・維持に
かかったお金

借入金の
返済などに
かかったお金



耐震補強工事を終えた園舎

イメージ図
イメージ図

平成28年度の草加の事業成果 ～決算を終えて～平成28年度の草加の事業成果 ～決算を終えて～平成28年度の草加の事業成果 ～決算を終えて～

教
　
育

福
　
祉

子
育
て

ま
ち
づ
く
り

　児童・生徒の学力向上に向けた取り組みとして、市内小学校
６校と、市内中学校３校にＩＣＴ環境の整備を行いました。

　学校図書の整備を促進し、平成28年度末時点における全ての
小・中学校の学校図書館図書標準冊数に対する充足率が100％
以上となりました。

タブレット型コンピュータと
電子黒板を整備 学校図書の蔵書数 充足率100％以上達成

　良好な保育環境の整備のた
め、保育園の改修工事が行われ
ました。
・あおやぎ保育園・しのは保育
園の手洗い流し改修工事
・やつかかみ保育園の耐震補強
工事
　また、昭和56年以前の旧耐震
診断基準で建築された３園舎
（しんえい保育園・やはた保育
園・あおやぎ保育園）の耐震診
断が行われました。

予防接種モバイルサービスの配信を開始 保育園の改修＆耐震補強等の実施

　柿木地区の企業誘致に向け、埼玉県企業局と連携しながら、
土地権利者の方々への事業説明や、土地の利用調整に伴う関係
機関との協議を行いました。

　「快適都市－草加－地域の豊かさの創出」の実現に向け、主要
事業の一つとして新田駅東口土地区画整理事業を行い、駅通り北
側の移転促進街区の整地工事。街区外周の区画街路築造工事を実
施しました。

柿木地区の企業誘致に向けた取り組み 新田駅東口のまちづくりを推進

　介護事業所で働く介護従事者の負
担軽減を図る取り組みの推進のた
め、介護事業者にとって経費負担が
大きい「介護ロボット」の導入を促
すことを目的に国からの交付金によ
り導入費用を助成しました。
平成28年度の導入実績
・マッスルスーツ　３台
　肩から腰にかけて装着し、圧縮空気を送り込むことで腰への負
担を軽減する機器
・見守り支援機器　６台
　自室のベッドからの離床などを感知するもの

介護ロボットの導入を促進認知症検診の受診者が増加

がん検診（肺がん、大腸がん）の
受診がしやすく

　平成28年度から65歳以上のすべての方が検診の対
象に拡大されたことにより、受診者数が平成27年度
と比べ485人増加し、要精密検査と判定された方
は、平成27年度と比べ45人増加しました。

平成28年度から
①「肺がん検診」は、保健センターへの事前申し込みから
　直接医療機関への申し込みに変更になりました。
②「大腸がん検診」は、保健センターでの集団検診に加え、
　直接医療機関での受診が可能になりました。

　平成28年９月より、スマートフォ
ンや携帯電話を利用して予防接種の
接種時期等をご案内できる配信サー
ビスを開始しました。
　本サービスは、お子様の予防接種
のスケジュール管理が簡単に行える
だけでなく、予防接種の接種日にあ
わせてお知らせメールが届いたり、
お近くの医療機関の検索が出来るな
ど、保護者の皆様の利便性の向上に
つながっています。

そうか市議会だより 平成29年11月20日…❻



❼…平成29年11月20日 そうか市議会だより

　交通不便地域の解消のため、
草加市で初めてのコミュニティ
バス「パリポリくん」バスが、
市の北東ルート、南西ルートの
２路線、計７台で運行が開始さ
れました。
　「パリポリくん」バスの導入
により、交通不便地域の32％が
解消しました。

利用状況（平成28年４月～平成29年３月）
北東ルート：１便当たり７．８人　目標ライン１５．３人
南西ルート：１便当たり９．２人　目標ライン２４．４人

　ごみの収集日の確認やごみの
出し方や出すときの注意点、ご
み収集許可業者の連絡先など、
既存の草加市ごみカレンダーの
情報が確認できるスマートフォ
ン向け無料アプリケーションの
配信を平成28年９月よりスター
トしました。
　お住まいの地区の設定や、ご
みの収集日のアラート設定もで
き、ごみに関する様々な役立つ
情報を提供しています。

　市内全ての住宅と事業所へハザード
マップを配布しました。
　今回のハザードマップは、災害時に
命を守るための基礎知識をまとめた
「導入編」及び災害への理解を深め、
命を守る行動につなげるための実践を
まとめた「本編」で構成されており、
水害の被害や地震による被害が視覚的
にわかりやすく掲載されています。
　「アナタノ家モ載ッテマス」という
表紙にもあるように、草加市にいる全
ての方に読んでいただき、災害への備
えの一助となることを期待します。

　人通りが多く犯罪件数の多い駅
周辺地域の犯罪抑止のため、市内
４駅の周辺地域に防犯カメラを設
置しました。
　草加駅東口12台・西口16台、獨
協大学前駅東口７台・西口６台、
谷塚駅東口３台・西口３台、新田
駅東口５台・西口４台の計56台の
設置を完了しました。
　また、警察などの捜査機関から
の照会に応じ、画像提供が行われ
ました。

「パリポリくん」バスの運行開始 ごみ分別アプリ配信スタート

災害に備え
ハザードマップを全世帯に配付 市内４駅周辺に防犯カメラを設置

　子育てや介護等により一般的
な創業が困難な女性に対して、
フルタイム労働を前提としない
創業の取り組みや女性の社会進
出を支援しました。
　平成28年度は「わたしたちの
月３万円ビジネス講座」を６回
開催し、ビジネスアイデアを生
み出すワークショップなどの実
践プログラムを行いました。
　参加された16名の受講生のう
ち、15名の方の創業につながり
ました。

草加松原　体験型観光やおもてなしで
魅力アップ 女性の社会進出を支援

　国指定名勝「おくのほそ道風景地　草加松原」を観光資源の中
心として育て、草加ならではの体験型観光の取り組みやおもてな
しを行うことで、草加の魅力アップを図りました。
　また、歩道の拡幅工事の設計や草加松原のライトアップ事業へ
の補助等を行いました。

　道路が空洞化すると、震災時に
道路が陥没し、救急隊の到着が遅
れるなどの二次被害や、日常にお
いても道路陥没による事故発生の
リスクがあります。
　現在、緊急輸送道路のうち、市
が管理する約 12 ㎞の道路につい
て空洞化診断を行ったところ、４
カ所の空洞を発見しました。
　現状において、道路の陥没に至
るものはありませんが、適切な維
持管理をする上で、随時補修を行う必要があることことから、補修
方法等について検討を行っています。

浸水被害対策として排水機場を建設道路の空洞化による
事故発生のリスクを調査

　近年の記録的な豪雨や大型の台風による浸水被害の低減に取り
組むため、新たに瀬崎排水機場が建設されました。
　整備効果は平成28年の台風９号による降雨での検証結果による
と、約５haの浸水被害の軽減が図られました。

瀬崎排水機場

路面下空洞調査車

市
民
生
活

文
化
・
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建
　
設

安
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・
安
心
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【平成２９年９月定例会】　９月７日～９月２９日

【平成２９年第１回臨時会】　１０月３１日

平成２８年度草加市一般会計歳入歳出決算の認定について

平成２８年度草加市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２８年度草加市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２８年度草加市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定について

 

平成２８年度草加市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２８年度草加市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２８年度草加市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２８年度草加市水道事業決算の認定について

平成２８年度草加市立病院事業決算の認定について

平成２９年度草加市一般会計補正予算（第２号）

平成２９年度草加市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成２９年度草加都市計画新田西部土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

平成２９年度草加都市計画事業新田駅西口土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

平成２９年度草加市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成２９年度草加市介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成２９年度草加市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

町の区域を新たに画することについて

平成２９年度草加市一般会計補正予算（第３号）

市長の専決処分の指定の一部改正について

食品衛生管理の国際標準化を求める意見書

受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求める意見書

高度プロフェッショナル制度を導入しないよう求める意見書

核兵器禁止条約の調印を求める意見書

北朝鮮の核・ミサイル問題の平和的・外交的解決を求める意見書

監査委員の選任につき同意を求めることについて
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審　議　結　果　一　覧

次の定例会は12月７日（木）に開会し、12月21日（木）
に閉会する予定です。問い合わせは議会事務局まで。
TEL 048（922）2489　FAX 048（922）3154

《編集後記》
　今回の「市議会だより」はいかがでしたか。
　編集会議では、市民の皆様に読んでいただける「市議
会だより」を目指し、とても和やかな雰囲気の中、自由
活発な議論がされております。今後とも「今回の市議会
だよりは面白かった！」と言われるような紙面を目指
し、議会広報委員会委員一同頑張ってまいります。

議会広報委員会副委員長　吉岡　健

委員　廃棄物資源課の業務内容は？
岩城　一般廃棄物に係る業務、具体的には、ごみ
の収集・運搬・処分に関すること、し尿の収集・
運搬に関すること、リサイクル・ごみの減量に関
することなどです。

委員　リユース品の販売について教えてください。
岩城　月１回第４土曜日に、リサイクルセンターで、粗大
ごみのうちまだ使用できるものを格安で販売しております。
ホームページやスマートフォン用の無料アプリ「ごみ分別アプリ」等でお
知らせしておりますので、是非来てください。

委員　多く出品されるものや売れ筋は？
岩城　一概には言えないのですが、健康器具などはきれいな状態のものが
多く出品されると思います。また、楽器などもよく出品されます。
カラーボックス・プラスチックケース等はよく売れていると思います。

委員　最後に市民の皆さんに
伝えたいことはありますか。
岩城　ごみは一人ひとりの心
がけで減らすことができま
す。ごみの中身を調べてみる
と、リサイクルできる紙や布
がたくさん混ざっております
ので、ごみを出すときはリサ
イクルできるものがないか意
識していただければと思いま
す。

森林環境税（仮称）の早期創設及び林業の成長産業化と森林の適切な管理の推進を求め
る意見書

平成２８年度草加都市計画新田西部土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

平成２８年度草加都市計画事業新田駅西口土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

表紙の題字を書いてくれた人

草加中学校３年

川原さくら さん

広報委員
が突撃！ 市職員インタビュー 廃棄物資源課

岩城課長に聞く！

〇 議
長

出品されるリユース品。ギターは300円！


